
る
河
川
改
修
が
計
画
さ
れ
た
。

　

端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
四
十
三
年
（1910

）
の
関
東
大
水
害
で
あ
る
。
荒
川

か
ら
逆
流
し
た
新
河
岸
川
の
水
が
上
流
か
ら
流
れ
込
む
濁
流
と
併あ
わ

せ
て
溢
れ
、
沿
岸

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
そ
こ
で
、荒
川
改
修
が
計
画
さ
れ
た
が
、内
川
で
は
、

洪
水
防
御
の
他
に
江
戸
時
代
か
ら
続
く
舟
運
等
の
船
舶
航
行
も
必
要
と
さ
れ
た
。

　
「
志
木
の
水
門
」（
宗
岡
閘こ

う
門も

ん
と
洗

あ
ら
い

堰ぜ
き

）

　

昭
和
三
年
（1928

）、
閘
門
（
水
位
の
異
な
る
水
路
で
、
船
舶
を
上
下
さ
せ
る
装
置
）
と

洗
堰
（
川
を
塞
き
止
め
る
堤
）
の
新
設
が
決
ま
っ
て
着
工
、
昭
和
四
年
（1929

）
に
竣
工

し
た
。

　

閘
門
に
は
、
基
礎
杭
と
し
て
長
さ
18
尺
（5.5m

）
～35

尺
（10.6m

）
の
松
丸

太
が
使
用
さ
れ
た
。
主
体
は
全
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
通
船
幅
19
尺
８
寸

（6.0m

）、
閘
室
（
船
が
上
下
す
る
部
分
）
有
効
長85

尺
（25.8m

）。
扉
は
前
後
各
二

枚
の
鋼
鉄
製
観
音
開
き
型
、
扉
一
枚
の
重
量
は
約1,200

貫
（4.5t

）、
開
閉
は
人
力

に
よ
り
、
一
回
の
通
船
操
作
時
間
は
約
20
分
だ
っ
た
。

　

昭
和
五
年
（1930

）
に
は
、「
い
ろ
は
橋
」
が
架
橋
さ
れ
る
。
ま
た
、「
い
ろ
は
樋
」

 
六
、
市
制
が
施
行
さ
れ
、
昭
和
か
ら
、
平
成
の
時
代
へ
！

　

鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
、
新
河
岸
川
の
「
舟
運
」
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
。　

昭
和
六
年
（1931

）、
満

州
事
変
で
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
は
、
や
が
て
太
平
洋
戦
争
へ
、
そ
し
て
昭
和
二
十
年
（1945

）
八
月
十
五
日
、

日
本
の
全
面
的
な
降
伏
！

　

終
戦
後
に
は
、
食
べ
物
に
も
窮
し
た
が
、
這
い
上
が
っ
て
、
国
際
的
な
経
済
活
動

に
励
み
、
世
界
の
平
和
を
目
指
す
。

　
六 

・ 

一　
荒
川
、
新
河
岸
川
の
改
修

　

江
戸
時
代
に
は
、荒
川
を
「
外
川
」
と
、新
河
岸
川
を
「
内
川
」
と
呼
ん
で
い
た
。

内
川
に
は
「
九
十
九
曲
り
」
と
云
わ
れ
た
多
数
の
屈
曲
が
あ
り
、
こ
れ
が
、
流
量
を

保
つ
こ
と
に
役
立
ち
、
江
戸
へ
の
舟
運
が
成
立
し
て
い
た
（
斉
藤
貞
夫
：
『
川
越
舟
運
＝

江
戸
と
小
江
戸
を
結
ん
で
三
百
年
』、さ
き
た
ま
出
版
会
刊
）。
し
か
し
、
鉄
道
の
建
設
に
よ
っ

て
舟
運
は
衰
退
し
た
。
一
方
、
洪
水
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
流
路
を
直
線
化
す

大木新司「志木の水門」　

「閘門」風景と人力捲
まき

揚
あ

げ装置
（郷土資料館蔵）



の
木
管
は
、
明
治
三
十
一
年
の
工
事
で
鉄
管
に
変
え

ら
れ
た
が
、
老
朽
化
し
た
た
め
、
こ
の
と
き
架
け
替

え
ら
れ
た
。

　

同
年
十
一
月
、「
新
河
岸
川
改
修
工
事
」
が
終
了

し
て
、
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
だ
が
、
翌
、
昭
和

六
年
の
十
一
月
に
は
、 

県
の
通
船
停
止
令
に
よ
っ
て
、

新
河
岸
川
の
舟
運
は
終
了
す
る
。

　

改
修
工
事
は
、
歴
史
的
な
「
舟
運
」
の
廃
止
に
止

め
を
刺
す
結
果
を
担
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

時
代
は
下
っ
て
、
戦
後
の
復
興
が
た
け
な
わ
に
な

る
と
、
河
川
に
流
れ
込
む
下
水
に
含
ま
れ
る
洗
剤
等

に
よ
っ
て
、
水
門
の
近
辺
に
、
大
量
の
水
泡
が
現
わ
れ
る
。
昭
和
五
十
五
年
（1980

）
一
月
、「
水
門
」
は
遂

に
撤
去
さ
れ
る
。

　
六 

・ 

二　
宗
岡
尋
常
小
学
校
が
改
築
さ
れ
て
落
成

　

昭
和
四
年
十
二
月
、
県
下
に
誇
る
モ
ダ
ン
な
校
舎
だ
っ

た
。
校
庭
に
は
、
明
治
時
代
の
終
り
に
、
大
正
天
皇
の

御
成
婚
を
祝
し
て
数
十
本
の
楠
く
す
の
きが

植
え
ら
れ
て
い
た
。

　
六 

・ 

三　
「
秋
ヶ
瀬
飛
行
場
」
の
開
設

　

昭
和
六
年
に
始
ま
っ
た
「
中
華
民
国
」
と
の
日
中
戦

争
（「
支
那
事
変
」
と
呼
ば
れ
た
が
、「
支
那
」
は
中
国
の
通
史

的
な
呼
び
方
）
は
、
拡
大
の
一
途
を
辿
る
。
そ
の
一つ
、
埼

玉
第
一
飛
行
場
が
設
置
さ
れ
た
。

　

昭
和
十
一
年
（1936

）、現
・
志
木
市
側
の
荒
川
に
沿
っ

た
広
い
敷
地
に
「
秋
ヶ
瀬
飛
行
場
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

「
浦
和
飛
行
場
」と
も
呼
ば
れ
た
。
設
置
者
は
埼
玉
義
勇
飛
行
会
で
、

滑
走
路
が
つ
く
ら
れ
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
当
時
の

若
き
エ
リ
ー
ト
が
目
指
し
た
「
少
年
航
空
兵
」
の
予
備
校
と
も
い
え

る
機
能
を
も
っ
て
い
た
。

昭和２８年ころの「 閘門」風景

初
代
、
麦
藁
屋
根
の
旧

校
舎
が
改
築
さ
れ
、
新

し
い
風
景
が
生
ま
れ
る
。

原 

貝
次
郎
「
宗
岡
小
学
校
」



　

編
集
人
は
、
当
時
の
浦
和
中
学
（
の
ち
に
県
立
浦
和
高
校
）
の
生
徒
と
し
て
、
グ

ラ
イ
ダ
ー
の
訓
練
を
受
け
た
経
験
を
も
つ
。
二
本
に
分
か
れ
た
ゴ
ム
索
（
ゴ
ム
バ
ン

ド
の
束
）
を
十
数
人
で
引
張
り
、
後
部
の
尾
翼
の
傍
の
フ
ッ
ク
を
も
つ
手
が
離
さ
れ

る
と
発
進
す
る
仕
掛
け
だ
っ
た
。

　

当
時
、
若
き
飛
行
士
の
訓
練
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
の
は
、
地
元
出
身
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
、
高
橋
金
三
郎
氏
で
、
空
を
駆
け
巡
る
姿
は
、
若
者
の
憧
れ
の
的
だ
っ

た
（『
市
民
プ
レ
ス
』19
号
参
照
）。

　
六 

・ 

四　
昭
和
十
三
年
、「
秋
ヶ
瀬
橋
」（
ト
ラ
ス
構
造
を
も
つ
）
が
竣
工
す
る

　

秋
ヶ
瀬
橋
の
古
材
を
再
利
用
し
て
、「
羽
根
倉
橋
」（
仮
橋
）
が
仮
設
さ
れ
る
。

　
六 

・ 

五　
志
木
町
立
商
業
学
校
設
立
か
ら
廃
校
ま
で
・
・
・

　

昭
和
十
四
年
四
月
の
こ
と
に
な
る
。
こ
の
地
域
で
唯
一
と
な
る
実
業
学
校
と
し

て
、「
志
木
商
業
学
校
」
が
設
立
さ
れ
、
志
木
小
学
校
の
校
舎
に
隣
接
す
る
か
た

ち
で
開
校
し
た
。
志
木
町
の
ほ
か
、
近
隣
の
町
村
か
ら
期
待
に
溢
れ
た
若
者
た
ち

が
入
学
し
た
。
そ
の
後
生
徒
数
も
増
加
し
た
の
で
，
新
し
い
校

地
を
求
め
、
中
野
地
区
に
校
舎
を
新
築
し
た
。

　

し
か
し
、
文
部
省
が
新
学
制
度
を
決
め
た
た
め
、
企
画
に

合
っ
た
設
備
が
要
求
さ
れ
、
そ
の
予
算
を
も
た
な
か
っ
た
た
め

の
遅
れ
は
、
町
政
上
の
激
し
い
対
立
に
発
展
し
た
。
高
校
へ
の
昇
格
を
図
る
べ
き
と
す
る
議
員
と
、
廃
校
止

む
無
し
と
す
る
議
員
に
二
分
さ
れ
た
た
め
、
評
決
で
決
着
が
図
ら
れ
た
結
果
、
廃
校
の
道
を
辿
る
こ
と
に
な

る
。
若
者
の
大
き
な
希
望
は
無
惨
に
も
断
ち
切
ら
れ
、大
き
な
こ
こ
ろ
の
傷
を
負
っ
た
。
昭
和
二
十
三
年
二
月
、

　

ト
ラ
ス
橋
は
、
部
材
を
三

角
形
に
繋
ぎ
、
こ
れ
を
繰
り

返
し
て
橋
脚
上
の
桁け

た
（
水
平

部
材
）
に
す
る
も
の
。

羽根倉橋を渡る路線バス　
右岸上流より望む。撮影年代は昭和三十年代か？

　
右
の
写
真
は
『
記
憶
の
中
の
風
景

　

-

写
さ
れ
た
二
十
世
紀
の
浦
和-

』、

　
　
　
　
さ
い
た
ま
市
立
浦
和
博
物
館
蔵

左
下
の
写
真
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
架

け
替
え
ら
れ
た
「
秋
ヶ
瀬
橋
」
の
現
況



外
は
志
木
小
学
校
の
兼
任
で
、
校
長
も
し
か
り
、
威
厳
に
満
ち
た
堂
々
た

る
宮
原
吉
之
助
先
生
が
兼
任
し
た
。

　

石
山
さ
ん
は
語
る
。
現
・
和
光
市
（
当
時
の
「
新
倉
村
」）
か
ら
砂
利
道

の
野
火
止
を
通
り
、
朝
霞
の
下
の
原
か
ら
境
久
保
を
経
て
志
木
の
踏
切
り

を
渡
る
と
、「
東
邦
産
業
研
究
所
」
の
モ
ダ
ン
な
三
角
屋
根
の
玄
関
の
前

に
出
る
。
駅
前
の
桜
並
木
の
新
道
を
通
っ
て
畑
の
続
く
道
を
ゆ
く
と
、
左

が
志
木
小
学
校
、
右
は
志
木
町
役
場
だ
っ
た
。

　

昭
和
十
八
年
に
新
校
舎
の
工
事
が
始
ま
る
と
、
生
徒
た
ち
は
喜
び
勇
ん

で
屋
根
瓦
を
両
手
に
抱
え
、
志
木
駅
か
ら
柏
町
の
工
事
現
場
ま
で
歩
い
て

運
ん
だ
が
、
完
成
し
な
い
う
ち
に
十
二
月
に
は
繰
り
上
げ
卒
業
と
な
る
。

　
六 

・ 

六　
松
永
安
左
エ
門
と
東
邦
産
業
研
究
所

　

志
木
駅
前
の
土
地
、
五
万
坪
が
、
電
力
会
社
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
（
昭
和
十
一
年
か
？
）。
主
謀
者
は
、
各

地
の
電
力
会
社
と
結
び
、
電
力
王
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
松
永
安
左
エ
門
で
あ
る
。
志
木
市
の
東

側
に
沿
っ
た
広
大
な
土
地
の
買
収
に
つ
い
て
、
地
権
者
は
、
西
川
家
（
西
武
）
で
、
買
収
に
は
、
井
下
田
家
が

紛
争
は
実
に
十
三
ヶ
月
に
及
ん
だ
が
、
こ
こ
に
悲
し
い
終
止
符
は
打
た
れ
た
の

で
あ
る
。

　
町
立
商
業
学
校
の
開
校
の
こ
ろ
・
・
・

　
一
期
生
だ
っ
た
石
山
利
和
（
の
ち
に
和
光
市
神
社
宮
司
）
は
語
っ
て
い
る
（『
市

民
プ
レ
ス
』
42
号
）。

　

入
学
し
た
の
は
五
十
人
で
、志
木
町
十
人
、朝
霞
町
六
人
、大
和
田
町
（
現
・

新
座
市
の
一
部
）
五
人
、
鶴
瀬
村
（
現
・
富
士
見
市
の
一
部
）
宗
岡
村
三
人
、
内
間

木
村
（
現
・
朝
霞
市
の
一
部
）
三
人
、
新
倉
村
・
白
子
村
（
現
・
和
光
市
の
一
部
）

そ
れ
ぞ
れ
二
人
、
川
越
市
三
人
ほ
か
だ
っ
た
。

　

開
校
し
た
当
初
の
教
室
と
し
て
、
中
庭
を
隔
て
て
小
学
校
裏
手
に
残
さ
れ

て
い
た
旧
校
舎
だ
っ
た
。
古
色
蒼
然
た
る
佇
ま
い
の
教
室
で
、校
長
、教
員
は
、

小
学
校
兼
任
の
方
が
多
く
、
新
設
と
い
う
新
鮮
さ
は
皆
無
だ
っ
た
。
し
か
し
、

希
望
に
満
ち
て
入
学
し
た
生
徒
は
、
や
が
て
新
築
さ
れ
る
予
定
の
新
校
舎
の

完
成
を
待
ち
わ
び
た
。

　

教
員
は
、
国
学
院
大
学
卒
の
新
鋭
、
支
那
語
（
現
・
中
国
語
）
の
先
生
以

町立志木商業学校の新校舎
昭和二十四年（1949）廃校されて、その跡地に「志木中学校」が移設される。
再び建替えられて、昭和五十年（1975）、「志木第三小学校」が開校された。

                新設された「志木商業」の一年生が学んだ教室
昭和九年ころ建築された二階建て校舎の裏手にある古色蒼然たる旧校舎で、
高等科（二年制）が使っていた。
　明治三十六年、「志木小学校」の校舎として建てられた時代には、モダン
な建築として話題となり、開校祝賀式は絵葉書になった。



　

永
井
研
究
室 

主
任
研
究
員 

永
井
彰
一
郎
は
、
礬
土
頁
岩
よ
り
ア
ル
ミ
ナ
の
製
造
、
霞
石
よ
り
ア
ル
ミ
ナ

及
び
ア
ル
カ
リ
製
造
、
燐
鉱
石
並
礬
土
頁
岩
よ
り
ア
ル
ミ
ナ
及
び
燐
製
造
研
究

　

上
甲
道
春
の
テ
ー
マ
は
、
高
級
耐
火
物
の
製
造
、
分
析
及
び
測
定
法
の
研
究
及
び
作
業

　
三
島
研
究
室　

主
任
研
究
員　
三
島
徳
七
は
、
電
熱
抵
抗
合
金
、
熱
電
対
線
用
合
金
の
研
究
、
特
殊
合

金
線
、
超
強
力
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
合
金
の
研
究
、
高
速
度
鋼
代
用
金
の
研
究

　

堤
研
究
室　

主
任
研
究
員　

堤
秀
夫
は
、
半
導
体
及
び
其
応
用
に
関
す
る
研
究
、
音
響
並
其
応
用
機
器

に
関
す
る
研
究

　

内
田
研
究
室 

主
任
研
究
員 

内
田
聡
は
、
ア
セ
ト
ン
合
成
、
合
成
樹
脂
の
研
究
、　

ブ
タ
ノ
ー
ル
合
成

　

鉱
物
研
究
室
は
、
礬
土
頁
岩
及
び
其
他
の
窯
業
原
料
岩
石
の
岩
石
鉱
物
学
的
研
究
と
浮
遊
選
鉱
の
研
究

を
行
っ
た
。

　

但
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
室
は
相
互
に
連
繋
が
無
く
、
研
究
は
全
く
バ
ラ
バ
ラ
に
行
わ
れ
て
お
り
、
有
機
的

に
結
ぶ
総
合
的
な
研
究
も
無
か
っ
た
の
で
、同
一
組
織
内
に
あ
っ
て
も
、そ
の
意
識
が
無
い
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。

　

昭
和
十
九
年
九
月
、
技
術
院
の
総
務
部
長
だ
っ
た
四
十
八
才
の
本
多
静
雄
は
技
術
院
を
罷
め
、
東
邦
産
業

研
究
所
の
理
事
長
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
を
克
服
し
て
、
研
究
員
の
間
の
意
識
統
一
と
融
和

を
図
る
た
め
、
人
事
の
刷
新
に
取
り
組
ん
だ
。

関
与
し
て
い
た
の
で
は
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

神
山
健
吉
は
、広
大
な
武
蔵
野
の
一
角
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
物
語
り
を
詳
細
に
調
査
し
、『
志
木
市
郷
土
史
』

22
号（1993

）に
寄
稿
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
、同
氏
の
私
見
を
加
え
て
、ス
ト
ー
リ
ー
を
辿
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

松
永
は
、東
邦
電
力
の
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、財
団
法
人
「
東
邦
産
業
研
究
所
」
を
設
立
し
、

こ
の
地
に
東
京
試
験
所
の
建
設
を
開
始
し
た
。

　

昭
和
十
五
年
五
月
、
一
期
工
事
が
完
成
す
る
と
、
同
時
に
研
究
活
動
は
始
ま
り
、
所
長
と
し
て
、
元
鉄
道

官
房
研
究
所
長
の
松
縄
信
太
が
赴
任
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
東
大
の
永
井
彰
一
郎
や
三
島
徳
七
、
早
大
の

堤
秀
夫
、
東
京
工
大
の
内
田
聡
と
い
っ
た
、
錚そ
う

々そ
う

た
る
学
者
が
学
閥
に
と
ら
わ
れ
ず
に
選
ば
れ
、
そ
の
指
導

の
許
に
、
有
能
な
若
手
研
究
者
が
配
置
さ
れ
た
。

　

最
盛
期
に
は
、
研
究
員
・
従
業
員
六
百
人
、
建
物
三
千
坪
（
約
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）、
金
属
、
有
機
化
学
、

無
機
化
学
、
微
生
物
、
電
気
、
建
築
、
航
空
軽
金
属
な
ど
の
実
験
施
設
を
擁
す
る
全
国
で
も
一
、二
の
民
間

研
究
機
関
だ
っ
た
。

　
研
究
項
目
と
研
究
ス
タ
ッ
フ
は
・
・
・

　

松
縄
研
究
室　

主
任
研
究
員　

松
縄
信
太
（
研
究
所
長
）
の
テ
ー
マ
は
、
精
密
機
器
の
研
究
、
電
気
溶
接

に
関
す
る
研
究



三
千
坪
が
慶
応
に
移
管
さ
れ
た
。
戦
災
で
校
舎
、
研
究
所
な
ど
を
失
い
、
再
建
計
画
に
苦
慮
し
て
い
た
矢
先

の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
思
い
が
け
な
い
校
地
の
寄
贈
は
、
感
謝
を
も
っ
て
大
学
側
に
受
入
れ
ら
れ
、
復
興
の
大

き
な
推
進
力
と
な
る
（
の
ち
に
紹
介
す
る
記
念
誌
、『
高
校
五
十
年
誌
』
の
中
で
、
塾
長
ほ
か
、
関
係
者
一
同
は
交こ

も

々ご
も

感
謝

の
辞
を
述
べ
て
い
る
）。

　
六 

・ 

七　
「
志
紀
町
」
が
生
ま
れ
る

　

戦
時
下
、
銃
後
の
守
り
を
固
め
よ
、
と
の
声
と
共
に
、
地
方
自
治
体
の
強

化
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
埼
玉
県
で
は
、「
町
村
合
併
の
手
引
」
が
作
成

さ
れ
た
。

　

志
木
町
で
は
、
町
長
自
ら
近
隣
の
自
治
体
に
合
併
を
働
き
か
け
た
が
、
実

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
志
木
町
、
宗
岡
村
、
内
間
木
村
、
水
谷
村
の
間
で
、

青
年
学
校
合
併
の
議
が
起
こ
り
、
組
合
立
志
木
青
年
学
校
が
発
足
し
た
。
こ

れ
を
契
機
と
し
て
、
つ
い
に
昭
和
十
九
年
（1944

）
二
月
十
一
日
の
紀
元
節
に

合
併
が
行
わ
れ
，
紀
元
の
「
紀
」
を
当
て
て
「
志
紀
町
」
と
命
名
さ
れ
た
。

　

村
山
弥
七
、
井
下
田
四
郎
、
西
川
武
吉
郎
、
中
林
宥
専
、
高
橋
庫
二
が
つ

づ
い
て
町
長
を
務
め
た
。
し
か
し
、
円
滑
な
運
営
に
苦
し
み
、
戦
後
「
地
方

　

優
秀
な
研
究
ス
タ
ッ
フ
と
、
本
多
静
雄
に
よ
る
研
究
所
員
の
意
識
の
一
本
化
の
努
力
に
よ
っ
て
、
着
々
と
優

れ
た
研
究
成
果
が
生
ま
れ
て
き
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
例
え
ば
、
今
日
で
も
先
端
技
術
と
さ
れ

て
い
る
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
や
半
導
体
の
創
製
が
始
め
ら
れ
て
お
り
、
戦
後
の
半
導
体
技
術
の
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
き

た
「
サ
ン
ケ
ン
電
氣
株
式
会
社
」
の
業
績
は
、
実
に
こ
こ
で
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
以
後
、
技
術
院
や
軍
関
係
か
ら
委
嘱
の
研
究
も
無
く
な
り
、
存
立
の

経
済
的
基
盤
を
失
う
。
一
転
し
て
、

　
学
園
の
建
設
計
画
が
・
・
・

　

戦
後
、
理
事
長
の
本
多
静
雄
ら
は
、
こ
の
広
大
な
敷
地
と
優
れ
た
研
究
施
設
を
利
用
し
て
、
農
工
一い
ち

如に
ょ

の

学
園
を
創
立
す
る
計
画
を
立
て
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
産
研
理
事
長
の
松
永
は
、
福
沢
諭
吉
に
憧
れ
て
慶
應

義
塾
に
入
学
し
た
経
緯
に
立
っ
て
、
す
べ
て
の
施
設
を
母
校
に
寄
贈
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
た
。

　
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
障
害
と
な
る
本
多
氏
は
退
け
ら
れ
る
が
、
し
ば
ら
く
は
、
こ
の
農
工
一
如
の
学
園

（
東
邦
産
業
学
園
）
を
存
続
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
裏
で
安
左
エ
門
に
よ
る
慶
応
へ
の
譲
渡
の
準
備

工
作
は
着
々
と
進
め
ら
れ
る
。
昭
和
二
十
二
年
（1947

）
三
月
末
、
東
邦
産
業
大
学
の
設
立
は
正
式
に
認
可

さ
れ
た
が
、
同
年
七
月
、
施
設
と
敷
地
の
す
べ
て
を
慶
応
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
し
て
し
ま
う
。

　

寄
贈
の
申
し
出
は
、
同
年
九
月
の
慶
応
義
塾
評
議
員
会
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
土
地
四
万
五
千
坪
、
建
物

「東邦産研」から慶応義塾に引き継がれた、
モダンな正面玄関と印象的な赤い三角屋根



ら
か
に
多
く
の
人
が
乗
降
す
る
の
に
気
づ
い
て
急
い
で
下
車
し
た
。・
・
二
重
橋
前
に
着
く
と
、
玉
砂
利
に
ひ

ざ
ま
ず
く
人
が
多
か
っ
た
が
、
直
立
不
動
で
「
君
が
代
」
或
い
は
「
海
ゆ
か
ば
」
を
歌
う
人
、
平
伏
し
て
泣

き
崩
れ
る
人
、
或
い
は
悲
痛
な
声
で
万
歳
を
唱
え
る
一
団
、
そ
の
数
は
後
か
ら
後
か
ら
と
続
い
て
、
数
え
る
す

べ
も
な
か
っ
た
。」

　
農
地
改
革
が
行
わ
れ
る

　

敗
戦
後
の
昭
和
二
十
年
十
二
月
、GH

Q

（G
eneral H

eadquaters,

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
に
よ
っ

て
、「
農
地
改
革
」
が
指
示
さ
れ
た
。
日
本
政
府
に
よ
っ
て
法
案
が
作
成
さ
れ
、
昭
和
二
十
一
年
、
第
二
次
農

地
改
革
法
が
成
立
し
た
。
小
作
地
の
解
放
解
放
を
主
と
す
る
も
の
で
、
農
地
の
移
動
等
に
は
、
農
地
委
員
会

の
許
可
が
必
要
と
な
り
、
戦
前
日
本
の
農
村
を
特
徴
づ
け
て
い
た
地
主
制
度
は
崩
壊
し
た
。
た
だ
し
、
水
田
、

畑
作
地
は
こ
の
と
き
解
放
さ
れ
た
が
、
林
野
の
解
放
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
六 

・ 

八　
「
慶
応
義
塾
」
の
校
地
と
な
っ
た
志
木
キ
ャ
ン
パ
ス
に
・
・
・

　

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
、
川
崎
の
仮
校
舎
か
ら
獣
医
畜
産
専
門
学
校
が
移
転
し
て
き
た
。
翌
年
一
月
に
は

授
業
を
開
始
、
ま
た
、
同
年
四
月
、
慶
応
義
塾
農
業
高
校
が
開
校
し
た
。
三
田
に
於
い
て
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
た
の
ち
、
五
月
に
は
志
木
に
移
っ
て
開
校
式
が
行
わ
れ
る
。
戦
時
中
か
ら
食
糧
の
生
産
に
欠
か
せ
な
い
こ
と

自
治
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
の
を
機
と
し
て
、
旧
村
落
か
ら
分
離
運
動
が
起
っ
た
。
昭
和
二
十
三
年
に
元

の
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
、
わ
づ
か
四
年
で
「
志
紀
町
」
は
解
体
の
止
む
無
き
に
至
っ
た
。
合
併
と
解

体
が
行
わ
れ
る
間
に
、

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日

　
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
敗
戦
で
太
平
洋
戦
争
が
終
結

　
敗
戦
の
日
・
・
・
・
・

　

本
町 

浅
田
光
二
は
語
る
。

　
「
８
月
14
日
に
ラ
ジ
オ
が
「
明
15
日
正
午
に
重
大
放
送
が
あ
る
の
で
国
民
は
洩
れ
な
く
放
送
を
聴
く
よ
う

に
」と
繰
り
返
し
放
送
し
た
と
き
に
は
、す
で
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
承
知
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

15
日
に
は
勤
労
動
員
の
工
場
も
、
学
生
は
全
員
待
機
の
形
と
な
り
『
重
大
放
送
』
は
自
宅
の
ラ
ジ
オ
で
聴
い

た
が
、
放
送
が
終
わ
っ
た
後
し
ば
ら
く
は
、
体
中
か
ら
力
が
抜
け
出
て
い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。・
・
外
は

焼
け
付
く
よ
う
な
暑
さ
で
、
虚
脱
し
た
よ
う
な
町
並
み
を
歩
い
て
志
木
駅
に
つ
い
た
が
、
電
車
は
ガ
ラ
ガ
ラ
で
、

東
上
線
も
山
手
線
も
さ
ほ
ど
苦
労
せ
ず
、
焼
け
野
原
の
都
内
を
眺
め
な
が
ら
、
東
京
駅
ま
で
来
た
と
き
、
明



が
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
、
将
来
「
農
学
部
」
へ
の

昇
格
が
模
索
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
（
獣
医
畜
産
専
門
学

校
は
昭
和
二
十
四
年
三
月
廃
校
と
な
る
）。
し
か
し
、　

昭

和
三
十
二
年
（1957

）、
時
代
の
要
請
に
よ
っ
て
方

向
が
大
き
く
変
わ
り
、
普
通
科
の
「
志
木
高
等
学

校
」
が
発
足
す
る
。
生
徒
数
は
、
五
ク
ラ
ス
二
百

人
と
な
り
、
校
舎
の
改
修
や
新
行
事
が
次
々
と
採

用
さ
れ
た
。
同
三
十
七
、九
年
の
二
期
に
わ
た
っ
て

寄
宿
舎
が
建
設
さ
れ
た
（「
有
隣
寮
」、「
高
翔
寮
」
と

命
名
）。
定
員
は
二
百
五
十
人
、
八
ク
ラ
ス
の
体
制

と
な
る
。

　

志
木
市
に
勤
務
し
て
体
育
の
教
官
を
務
め
、
寮

長
と
し
て
学
寮
の
最
後
を
見
届
け
た
人
、
後
藤
氏

は
語
る
。

　
「
志
木
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
降
り
立
ち
四
方

を
見
渡
す
、
瀟
洒
で
品
格
あ
ふ
れ
た
三
角
屋
根
の
洋
館
が
目
に
付
く
。
文
字
ど
お
り
視
界
を
遮
る
建
物
は
無

い
。
駅
舎
は
民
家
ほ
ど
の
一
階
、
も
ち
ろ
ん
跨
線
橋
は
無
い
、
南
口
は
雑
木
に
す
す
き
野
原
で
改
札
は
見
当

た
ら
ず
、や
た
ら
に
二
階
建
て
の
洋
館
が
立
派
に
見
え
た
。慶
應
義
塾
志
木
高
等
学
校
と
の
最
初
の
出
会
い
だ
。

多
分
昭
和
三
十
五
年
の
初
冬
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

駅
舎
か
ら
砂
利
道
を
歩
い
て
洋
館
を
目
指
す
、
玄
関
直
に
車
回
し
が
付
い
た
こ
の
入
り
口
を
毎
日
し
か
も

四
十
年
で
入
り
す
る
こ
と
に
な
り
、
身
に
余
る
賓
に
出
会
え
る
こ
と
な
ど
頭
に
は
露
程
も
無
か
っ
た
」。

　
六 

・ 

九　
『
埼
玉
タ
イ
ム
ス
』
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
・
・
・

　

昭
和
二
十
二
年
（1947

）
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
世
相
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

   

終
戦
直
前
ま
で
軍
国
主
義
一
色
、人
々
は
物
資
欠
乏
の
生
活
に
耐
え
て
い
た
。
徴
兵
制
度
で
出
征
し
、中
国
、

南
方
の
戦
線
な
ど
で
戦
死
、
ま
た
は
負
傷
し
た
人
々
の
数
は
日
を
追
っ
て
増
大
し
、
つ
い
に
は
本
土
決
戦
も

近
付
い
て
い
た
。

　

原
子
爆
弾
の
投
下
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
よ
る
終
戦
は
、
そ
の
一
年
半
前
の
こ
と
で
、
焼
土
と
化
し
た

都
市
の
復
興
こ
そ
焦
眉
の
急
で
あ
っ
た
。
農
地
改
革
、
労
働
組
合
法
公
布
、
天
皇
の
人
間
宣
言
に
つ
づ
き
、

そ
の
年
に
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
、
第
一
回
の
国
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
時
の
地
域
一
帯
は
ど
う
だ
っ
た
か
？　

現
・
朝
霞
市
、
和
光
市
に
は
、
軍
服
、
軍
靴
な
ど
を
つ
く
る
被

「東邦産業研究所」の建物と敷地は慶応義塾に寄付される。農業高校が
発足し、さらに普通制の志木高等学校となる。
写真は、志木高等学校五十年記念誌より転載



服
厰
を
は
じ
め
と
し
て
、
火
薬
・
砲
弾
を
作
る
工
場
、
貯
蔵
庫
、
ま
た
新
座
市
に
は
海
軍
の
無
線
基
地
が
置

か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
終
戦
直
前
に
、
朝
霞
、
和
光
市
に
か
け
て
の
畑
地
に
陸
軍
予
科
士
官
学
校
が
移
転
し

て
き
た
。
現
在
の
練
馬
区
の
光
団
地
は
、
首
都
東
京
を
防
備
す
る
た
め
の
飛
行
場
で
、
戦
闘
機
が
砂
埃
を
上

げ
て
飛
び
立
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
ろ
、
戦
後
の
復
興
は
文
化
的
な
活
動
か
ら
、
が
合
い
言
葉
と
も
な
っ
て
、
新

時
代
の
地
方
文
化
の
創
出
を
目
指
し
、
新
聞
が
発
刊
さ
れ
た
。
代
表
・
岩
下
英
隆
、
編
集
・
神
山
博
光
、

販
売
・
吉
田
増
次
、
広
告
・
浪
川
七
五
郎
の
陣
容
だ
っ
た
。

　
し
か
し
印
刷
す
る
紙
は
極
度
に
払
底
し
て
い
た
。
勿
論
、
自
治
体
の
「
広
報
」
な
ど
は
皆
無
で
あ
り
、
ラ

ジ
オ
は
あ
っ
て
も
ま
だ
テ
レ
ビ
は
無
く
、
民
間
の
メ
デ
ィ
ア
に
目
を
向
け
る
余
裕
も
無
か
っ
た
。
だ
が
タ
イ
ム

ス
紙
は
毎
週
日
曜
日
の
発
行
と
な
り
、
昭
和
三
十
四
年
八
月
に
は500

号
に
達
し
て
週
刊
誌
、N

H
K

の
放

送
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。　

地
域
紙
の
発
行
は
執
念
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
社
主
と
な
っ
た
岩

下
英
隆
の
凄
さ
は
、
報
道
に
対
し
て
正
義
感
に
徹
し
て
い
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
地
域
の
政
治
に
対
す
る
歯
に
衣
を
着
せ
ぬ

論
説
を
展
開
し
た
。当
時
は
高
価
で
入
手
が
困
難
だ
っ
た
フ
ィ

ル
ム
を
使
っ
て
多
数
の
写
真
を
掲
載
し
た
こ
と
は
、
現
代
へ
の

遺
産
と
し
て
他
に
替
え
得
る
も
の
が
無
い
。
全
く
失
わ
れ
た

県
南
地
域
の
か
つ
て
の
有
様
は
、
タ
イ
ム
ス
紙
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
蘇
り
、
地
域
の
歴
史
を
紐
解
く
重
要
な

資
料
と
な
っ
て
い
る
（『
市
民
プ
レ
ス
』43

号
参
照
）。

埼
玉
タ
イ
ム
ス
創
設
者
岩
下
英
隆
は
、
昭
和
五
十
三
年
（1978

）
急
逝
し
た
が
、
長
男
・
英
和
が
代
表
に
就

任
し
、平
成
七
年
（1995

）
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
二
代
目
が
亡
く
な
っ
て
半
世
紀
に
わ
た
る
幕
を
閉
じ
、

2317

号
を
も
っ
て
終
刊
し
た
。

三
代
目
に
当
た
る
岩
下
隆
は
、
広
告
・
出
版
界
で
修
行
し
た
の
ち
、
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ス
社
を
起
こ
し
、
母
君

の
厚
き
薫
陶
を
受
け
て
、
カ
ラ
ー
版
の
「
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ス
」
誌
と
し
て
復
刊
。
志
木
・
朝
霞
・
新
座
・
和
光
・

富
士
見
の
郷
土
を
愛
す
る
情
報
誌
と
し
て
新
た
な
展
開
を
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
三
代
目
の
快
挙
と
言
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
六 

・ 

十　
そ
の
後
、
合
併
前
の
「
志
木
町
」
に
戻
っ
て
・
・
・

　

昭
和
二
十
三
年
（1948

）、「
志
紀
町
」
は
解
体
さ
れ
、
以
前
の
一
町
三
村
に
戻
る
。
同
年
、
町
立
志
木
商

業
学
校
が
、
名
称
を
、「
志
木
高
等
学
校
」
と
改
め
る
。

　
一
方
で
、
慶
応
義
塾
獣
医
畜
産
専
門
学
校
は
廃
止
さ
れ
、
慶
応
義
塾
農
業
高
等
学
校
が
開
校
す
る
。

　

翌
年
の
昭
和
二
十
四
年
、
町
議
会
が
紛
糾
し
、
評
決
の
結
果
、
発
足
し
て
間
も
な
い
、
町
立
志
木
高
等
学

校
が
三
月
末
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
、
そ
の
跡
地
に
、
志
木
中
学
校
が
移
設
さ
れ
る
。



　

昭
和
二
十
九
年
（1954

）
四
月
、
冠
水
橋
の
羽
根
倉
橋
が
完
成
し
，
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
、
九
月
、
志
木

小
学
校
の
鉄
筋
校
舎
が
落
成
す
る
。

　

昭
和
二
十
九
年
（1954

）
八
月
、

　
通
称
「
防
衛
道
路
」（
県
道
新
座
川
越
線
）
が
完
成
し
た
。

　
「
防
衛
」
と
い
う
道
路
の
由
来
を
問
う
と
、海
軍
の
無
線
通
信
所
と
し
て
開
設
さ
れ
た
、「
大
和
田
通
信
所
」

に
な
る
（
新
座
市
、
清
瀬
市
に
在
っ
て
、
戦
後
、
米
軍
に
接
収
さ
れ
、
現
在
は
防
衛
庁
が
管
理
し
て
い
る
）。
そ
の
近
傍
に

位
置
す
る
大
和
田
・
国
道
交
差
点
と
、
河
越
市
小
仙
波
の
国
道
交
点
と
を
連
結
す
る
た
め
、
志
木
市
を
経

由
す
る
遠
回
り
の
路
線
が
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
接
収
さ
れ
た
通
信
所
は
、
真
珠
湾
攻
撃
を
開
始
す
る
電
信
、「
ニ
イ
タ
カ
ヤ
マ
ノ
ボ
レ1 ひ
と2 ふ
た0 ま
る8

は
ち（

新

高
山
は
、
台
湾
に
在
っ
て
、
当
時
は
日
本
の
最
高
峰
）」
が
発
信
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
戦
時
中
は
重
要
な
役
目
を
も
っ

て
い
た
。

　

要
請
を
受
け
た
、
志
木
町
々
長
の
井
下
田
四
郎
は
、
新
河
岸
川
舟
運
の
有
力
な
「
井
下
田
廻
送
店
」
を

継
い
だ
方
で
あ
る
。
自
ら
そ
の
跡
地
を
使
っ
て
、志
木
本
通
り
か
ら
分
岐
す
る
、大
胆
な
実
施
計
画
を
立
て
た
。

当
時
、
通
行
人
も
疎
ら
で
、
暗
い
山
林
が
続
い
て
い
た
崖
線
の
小
道
を
切
り
開
い
て
工
事
を
進
め
た
。

　
六 

・ 

十
一　
志
木
町
と
宗
岡
村
が
合
併
し
て
足
立
町
と
な
る

　

昭
和
二
十
四
年
に
来
日
し
た
米
国
の
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
一
行
は
、
行
財
政
を
視
察
調
査
し
て
、
行
政
の
能

率
を
増
進
す
る
た
め
、
町
村
合
併
の
必
要
な
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

県
下
に
お
い
て
も
、
町
村
合
併
へ
の
胎
動
は
、
志
木
町
長
井
下
田
四
郎
、
宗
岡
村
長
金
子
栄
吉
に
よ
る
合

併
協
議
へ
と
展
開
さ
れ
、
両
町
村
議
会
の
議
決
を
経
て
、
昭
和
三
十
年
三
月
、
足
立
町
が
成
立
し
た
。

　

昭
和
三
十
四
年
（1959

）
に
は
、
足
立
町
に
上
水
道
が
設
け
ら
れ
、
同
三
十
五
年
、
志
木
駅
に
南
口
が
開

設
さ
れ
る
。
立
教
高
等
学
校
が
池
袋
か
ら
新
座
町
に
移
転
し
た
の
で
、
こ
れ
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
三
十
七
年
、幸
町
に
「
小
松
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
」
志
木
工
場
が
、ま
た
翌
年
に
は
「
東
洋
キ
ャ
リ
ヤ
工
業
」

が
創
業
し
た
。
同
年
、
柏
町
に
、
当
時
は
、
柳
瀬
川
の
湿
地
帯
だ
っ
た
地
に
、

　
日
本
レ
ダ
リ
ー
が
創
業
し
た
・
・
・

　

昭
和
二
十
八
年
、
武
田
薬
品
工
業
と
ア
メ
リ
カ
ン
・
サ
イ
ア
ナ
ミ
ド
（ACC

）
と
の
折
半
の
出
資
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
「
日
本
レ
ダ
リ
ー
株
式
会
社
」
は
、
戦
後
始
め
て
の
医
薬
品
合
弁
会
社
だ
が
、
設
立
後
十
年
の

昭
和
三
十
八
年
（1963

）、
工
場
と
本
社
機
能
の
全
て
を
、
志
木
市
柏
町
一
丁
目
に
移
設
し
た
。
地
元
で
は
、

「
味あ
じ

場ば

」（
柳
瀬
川
が
新
河
岸
川
に
合
流
す
る
辺
り
で
、
漁
師
が
多
く
、「
網あ

師じ

場ば

」
に
由
来
す
る
と
い
う
）
と
呼
ば
れ
た
、



柳
瀬
川
の
河
川
敷
に
沿
っ
た
湿
地
帯
な
の
で
、
何
度
か
氾
濫
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

日
本
レ
ダ
リ
ー
社
は
、
抗
生
物
質
と
し
て
知
ら
れ
る
「
ア
ク
ロ
マ
イ
シ
ン
」
な
ど
を
生
産
す
る
医
薬
品
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
又
、
最
新
の
研
究
施
設
を
併
設
す
る
有
力
な
企
業
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
平
成
六
年

（1994
）、
親
の
企
業
のACC

がAH
P

（
ア
メ
リ
カ
ン
・
ホ
ー
ム
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
／
現
・
ワ
イ
ス
）
に
吸
収
合
併
さ
れ

て
新
会
社
「
日
本
ワ
イ
ス
レ
ダ
リ
ー
」
と
な
っ
た
（
参
照
：
「
本
紙
４
号
」）。

　
「
水
資
源
開
発
公
団
」
が
発
足
・
・
・

　

昭
和
三
十
八
年
、
都
内
の
水
不
足
の
悩
み
に
対
処
す
る
た
め
、
秋
ヶ
瀬
取
水
堰
の
工
事
が
始
ま
る
。
公
団

の
工
事
は
翌
年
完
成
し
て
、
秋
ヶ
瀬
河
川
敷
の
風
景
は
一
変
し
た
。
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
戦
時
中
に
は
飛
行

場
と
な
っ
て
、
建
造
物
ら
し
き
も
の
は
何
も
無
い
、
広
大
な
原
野
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
六 

・ 

十
二　
伊
豆
殿
堀
が
消
失
・
・
・

　

江
戸
時
代
か
ら
、
志
木
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
た
用
水
は
、
予
告
も
無
く
、
昭
和
四
十
年
、
あ
っ
と
い
う

間
に
取
り
片
付
け
ら
れ
た
。
護
岸
の
大
谷
石
、
幾
つ
も
の
石
橋
が
消
え
て
暗
渠
に
代
わ
る
。
こ
の
地
、
市
場

大
通
り
で
生
ま
れ
育
っ
た
本
紙
編
集
人
は
、
呆
然
と
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
通
過
車
両
が
増
加
し
て
、
市
場

坂
上
付
近
の
道
路
（
県
道
）
を
拡
張
す
る
た
め
と
い
う
。

　
六 

・ 

十
三　
校
地
変
更
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
慶
応
義
塾
志
木
高
校
の
新
校
舎
が
落
成

　

昭
和
三
十
九
年
（1964

）
八
月
、
建
設
省
の
告
示
に
よ
っ
て
、

慶
応
志
木
高
校
の
校
地
内
を
通
過
す
る
都
市
計
画
路
線
（
県
道

計
画
）
が
内
示
さ
れ
た
。
慶
応
義
塾
で
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る

検
討
を
始
め
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
計
画
路
線
西
側
の
校
地
約

一
万
坪
を
売
却
（
志
木
市
開
発
公
社
に
対
し
て
総
額
六
億
六
千
万
円
）、

こ
れ
を
費
用
に
充
て
る
新
学
園
建
設
第
一
期
工
事
を
決
定
。

　

新
校
舎
を
校
地
東
側
に
建
設
す
る
た
め
、
グ
ラ
ン
ド
を
造
成

し
た
の
ち
、昭
和
四
十
二
年
（1967

）
四
月
、地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、

本
建
築
が
開
始
さ
れ
た
。
翌
四
十
三
年
三
月
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
四
階
建
て
の
新
校
舎
群
が
完
成
し
て
、
四
月
に
は
新
校
舎
竣

工
披
露
が
盛
大
に
執
行
さ
れ
る
。

　
六 

・ 

十
四　
志
木
市
の
誕
生

　

昭
和
四
十
五
年
十
月
、
足
立
町
は
、
埼
玉
県
で28

番
目
の
市
政
を
施
行
、
名
称
は
「
志
木
市
」
と
な
る
。

　市場通りの伊豆殿堀
　　撮影は新井康一氏



初
代
の
市
長
に
就
い
た
小
山
正
敏
は
、
自
治
の
向
上
、
福
祉
の
増
進
と
と
も
に
、
良
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

受
け
伝
え
、
住
み
良
い
都
市
の
建
設
を
目
指
す
。
市
庁
舎
の
建
設
が
始
ま
り
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
、
落
成

し
た
。

　
本
町
五
町
目
は
商
業
地
に
向
っ
て
・
・
・

　

慶
応
志
木
高
校
の
新
校
舎
建
設
に
伴
っ
て
、
か
つ
て
の
東
邦
産
研
由
来
の
玄
関
付
近
を
中
核
と
す
る
一
帯

は
、
大
き
く
変
貌
す
る
。
志
木
駅
に
徒
歩
数
分
の
立
地
を
も
つ
の
で
、
こ
の
地
を
取
得
し
た
不
動
産
企
業
は
、

新
鮮
で
規
模
も
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
開
発
に
取
組
む
。

　

昭
和
四
十
九
年
（1974
）
十
一
月
、「
ダ
イ
エ
ー
志
木
店
」
が
オ
ー
プ
ン
。
ま
た
、
同
月
、
そ
の
隣
り
、
慶

応
の
旧
敷
地
を
縦
貫
し
た
都
市
街
路
沿
い
の
縦
長
の
敷
地
に
、
ホ
ワ
イ
ト
を
基
調
と
し
た
外
観
を
も
つ
、

十
四
階
建
て
、
三
百
三
十
八
戸
の
分
譲
住
宅
「
志
木
フ
ァ
イ
ブ
ハ
イ
ツ
」（
フ
ァ
イ
ブ
は
、
本
町
五
丁
目
に
由
来
）

が
完
工
し
た
。
志
木
開
発
を
施
主
と
し
、
施
工
主
は
フ
ジ
タ
工
業
株
式
会
社
（
現
・
∧
株
∨
フ
ジ
タ
）。

　
六 

・ 

十
五　
志
木
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　

柳
瀬
川
の
右
岸
、
志
木
市
館
の
低
地
は
、
弥
生
時
代
か
ら
耕
作
さ
れ
て
き
た
水
田
だ
っ
た
。
し
か
し
、
戦

後
次
第
に
遊
休
農
地
と
な
り
、
三
十
五
万
平
米
に
及
ぶ
水
田
一
帯
の
開
発
が
計
画
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
六
年

（1971

）、
鹿
島
建
設
が
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
結
成
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
留
ま
ら
ず
、
エ
リ
ア
内
の
商
店
街
、

商
業
ビ
ル
の
商
業
施
設
や
、
周
辺
道
路
の
計
画
・
建
設
な
ど
を
含
め
た
大
型
の
も
の
で
、
最
新
鋭
の
都
市
開

発
と
し
て
、
全
国
的
に
も
話
題
と
な
っ
た
。

　

地
主
に
支
払
わ
れ
た
金
額
は
巨
額
で
、
本
紙
編
集
人
は
、
本
町
二
丁
目
に
在
っ
た
農
業
協
同
組
合
か
ら
支

払
わ
れ
た
現
金
一
抱
え
を
持
ち
帰
る
人
が
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　

昭
和
五
十
四
年
（1979

）、
南
の
森
壱
番
街
が
完
成
し
て
入
居
が
開
始
さ
れ
、
同
時
に
柳
瀬
川
駅
が
完
成

し
た
。
翌
年
、
南
の
森
弐
番
街
、
志
木
市
民
体
育
館
が
完
成
、
そ
の
翌
年
の
昭
和
五
十
六
年
、
東
の
森
壱

番
街
が
完
成
、
続
い
て
五
十
八
年
〜
六
十
年
、 

市
立
館
保
育
園
、
鹿
島
ビ
ル
が
、
ま
た
、
中
央
の
森
弐
・

参
番
街
、
東
の
森
弐
番
街
が
完
工
し
た
。
昭
和
六
十
三
年
、
中
央
の
森
壱
番
街
、
商
業
施
設
「
ぺ
あ
も
～
る
」

が
完
成
し
、
計
画
さ
れ
た
施
設
の
建
設
が
完
了
し
た
。
主
に
商
業
の
町
と
し
て
展
開
さ
れ
き
た
オ
ー
ル
ド
タ

ウ
ン
に
対
比
し
、
世
帯
数
は
約
三
千
世
帯
に
の
ぼ
る
。
昭
和
四
十
五
年
に
施
行
さ
れ
た
志
木
市
政
の
中
核
と

な
り
、
当
時
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
二
十
階
建
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
（
通
称
・
ガ
ー
デ
ン
タ
ワ
ー
）
が
所
在
す
る
中

央
の
森
壱
番
街
で
は
、不
動
産
バ
ブ
ル
の
こ
ろ
、一
億
円
以
上
で
取
引
さ
れ
る
「
億
シ
ョ
ン
」
の
物
件
が
あ
っ
た
。

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
世
帯
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
「
志
木
ケ
ー
ブ
ル
メ
デ
ィ
ア
」
が
、
鹿

島
建
設
を
中
心
と
し
た
出
資
で
設
立
さ
れ
、現
在
で
は
、最
大
規
模
に
展
開
さ
れ
た
「JCom

」
に
成
長
す
る
。



し
か
し
、
モ
ダ
ン
で
、
魅
力
的
だ
っ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
、
い
ま
抱
え
る
問
題
は
少
な
く
な
い
。
建
設
か
ら
数

十
年
が
経
過
し
て
、
住
人
の
高
齢
化
の
テ
ー
マ
は
、
テ
レ
ビ
「
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」
や
、N

H
K

「
首
都
圏
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

　
六 
・ 
十
六　
本
町
五
丁
目
に
戻
っ
て

　

旧
校
舎
と
敷
地
の
一
部
を
失
っ
た
慶
応
志
木
高
校
は
、
新
た
な
構
想
に
基
づ
い
て
、
校
舎
を
全
面
的
に
新

築
し
、
昭
和
五
十
三
年
（1978

）
十
月
、
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
、
詳
細
な
記
録
と
し
て
、
記
念
誌
が
刊
行

さ
れ
た
。

　

慶
応
志
木
高
が
移
転
し
た
跡
地
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
ダ
イ
エ
ー
」
が
開
店
し
、「
志
木
フ
ァ

イ
ブ
ハ
イ
ツ
」
が
建
設
さ
れ
、
さ
ら
に
同
五
十
四
年
三
月
、
商
業
施
設
の
「
志
木
フ
ァ
イ
ブ
」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
同
五
十
七
年
に
三
井
不
動
産
が
施
設
を
取
得
し
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
、同
五
十
九
年
（1984

）
六
月
、

受
託
運
営
に
よ
る
、
大
規
模
商
業
施
設
、「
ら
ら
ぽ
ー
と
志
木
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

書
店
、
楽
器
販
売
、
家
具
店
の
ほ
か
、
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、「
志
木
ら
ら
ぽ
ー
と
シ
ネ
マ
５
」（
五
つ
の

ス
ク
リ
ー
ン
で
六
百
席
余
り
）が
東
宝
系
列
店
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、隣
接
す
る「
ダ
イ
エ
ー
志
木
店
」と
結
ば
れ
て
、

駅
近
の
大
型
商
業
施
設
と
し
て
、
本
町
五
丁
目
を
繁
栄
へ
と
導
い
た
。

　
営
団
地
下
鉄
が
延
伸
さ
れ
て
・
・
・

　

昭
和
六
十
二
年
（1987

）
八
月
、 

東
武
東
上
線
と
旧
営
団
地
下
鉄
有
楽
町
線
（
現
・
東
京
地
下
鉄
有
楽
町
線
）

の
相
互
直
通
運
転
が
開
始
さ
れ
る
。

　
六 

・ 

十
七　
平
成
の
志
木
市
は
・
・
・

　

平
成
三
年
（1991

）
志
木
市
市
制
二
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
行
事
の
一つ
と
し
て
、「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
第

九
交
響
曲
」
が
演
奏
さ
れ
、
こ
の
と
き
参
加
し
た
市
民
合
唱
団
有
志
を
母
体
と
し
て
、
同
演
奏
会
を
指
揮
し

た
三
沢
洋
史
を
音
楽
監
督
・
指
揮
者
に
迎
え
、
男
女
百
十
名
の
合
唱
団
を
中
核
と
し
て
、「
志
木
第
九
の
会
」

を
結
成
し
た
。
毎
年
大
曲
に
取
組
み
、
開
催
さ
れ
る
定
期
演
奏
会
は
、
市
民
に
は
好
評
で
、
本
年
、
盛
会

裡
に
第
十
九
回
を
迎
え
た
。

　

平
成
四
年
三
月
に
は
、「
せ
せ
ら
ぎ
の
小
径
」
の
一
部
が
完
成
す
る
。

　

平
成
九
年
三
月
、
志
木
駅
前
東
口
市
街
地
再
開
発
が
開
始
さ
れ
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
あ
す
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
」）、
平
成
十
二
年
（2000

）
二
月
、
竣
工
し
た
。

志
木
市
制
施
行
三
十
年
、
節
目
の
年
に
当
り
、
新
ビ
ル
の
愛
称
が
公
募
さ
れ
て
、「
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ズ
」
と

決
ま
る
。

　
テ
ナ
ン
ト
は
「
丸
井
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
な
り
、
藝
術
的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
囲
ま
れ
た
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ



キ
（
志
木
市
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
関
根
伸
夫
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
、
四あ

ず

阿ま
や

の
形
式
を
も
つ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
市

歌
に
因
む
、
花
と
雲
の
シ
ェ
ル
タ
ー
と
池
田
要
の
影
絵
が

飾
ら
れ
た
）
を
も
つ
広
場
か
ら
、
中
央
通
停
車
場

線
が
拡
幅
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ユ
リ
ノ
キ
通
り
交

差
点
ま
で
、
電
線
の
地
下
化
に
よ
っ
て
、
志
木

駅
前
の
モ
ダ
ン
な
景
観
が
、創
出
さ
れ
た
（
翌
年
、

市
街
地
再
度
開
発
事
業
誌
、「
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と

光
る
ま
ち
」
が
発
行
さ
れ
る
）。

　

平
成
十
年
（1998

）、
慶
応
志
木
高
校
は
、

開
設
五
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
を
挙
行
、

記
念
誌
、「
志
木
高
五
十
年
」
を
刊
行
し
た
。

一
方
、
慶
応
志
木
高
校
の
学
生
寮
跡
地
が
開
発

さ
れ
る
・
・
・

　

駅
前
商
業
地
区
に
近
い
「
慶
応
志
木
高
校
」

の
キ
ャ
ン
バ
ス
の
一
部
、
約
一
万
数
千
平
米
（
約

四
千
坪
）
が
大
手
不
動
産
に
売
却
さ
れ
た
」
と

い
う
情
報
が
、
市
民
の
耳
に
届
い
た
の
は
、
平

成
十
四
年
、
盛
夏
の
頃
だ
っ
た
。
近
隣
で
暮
ら

す
住
民
は
、
思
案
の
末
、「
慶
応
高
校
の
緑
に

想
い
を
寄
せ
る
会
」
を
設
立
し
て
、
署
名
を
開

始
し
た
。「
開
発
業
者
と
志
木
市
当
局
に
要
請

す
る
」、
と
す
る
八
千
名
以
上
の
署
名
簿
を
市

長
に
提
出
し
た
。
住
民
を
含
む
三
者
協
議
の
場

を
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
翌
年
、
自

然
環
境
の
核
と
な
る
斜
面
林
を
保
護
し
、
学

生
寮
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
大
銀
杏
を
、
敷
地
の

中
央
に
移
植
す
る
こ
と
、
な
ど
を
条
件
と
し
て

合
意
に
達
し
、
大
規
模
開
発
工
事
は
開
始
さ

れ
た
。

着工直前の事業区域（平成八年十二月撮影）
志木市と新座市との境界に在って、多くの懸案を抱えたまま、長期間に亘っ
てスタートできなかった駅前再開発が着工した。

北に延びる東上線の線路に沿って着手された、駅前開発の
工事現場を望む（慶応志木高校「五十年記念誌」より）

上の写真とは逆方向に、駅前開発の工事現場から、「志木ファイ
ブハイツ」方向を臨む。（慶応志木高校「五十年記念誌」より）



　
つ
づ
い
て
、
同
十
五
年
四
月
に
は
、
志
木
小
学
校
を
含
む
、「
い
ろ
は
遊
学
館
」
が
竣
工
し
た
。

　

平
成
十
五
年
七
月
、 

本
町
二
丁
目
の
「
朝
日
屋
原
薬
局
」
が
有
形
文
化
財
と
し
て
国
に
登

録
さ
れ
る
。
一
方
、

　

同
十
七
年
（2005

）、
三
月
、
本
町
五
丁
目
、
駅
近
の
中
核
だ
っ
た
「
ら
ら
ぽ
ー
と
志
木
」

が
閉
館
し
て
解
体
さ
れ
る
（
市
民
プ
レ
ス24

号
）。
跡
地
に
は
、
三
井
不
動
産
、
東
急
不
動
産
が

協
同
で
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
「
パ
ー
ク
ホ
ー
ム
ズ
志
木
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
建
設
し
た
。

同
二
十
年
、
十
四
階
、
百
九
十
五
戸
が
完
工
、
志
木
市
、
新
座
市
（
東
北
二
丁
目
）
と
の
境
界

に
所
在
す
る
が
、
志
木
市
本
町
五
丁
目
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。

　

同
年
、
八
月
に
は
、
長
沼
明
市
長
が
財
政
非
常
事
態
宣
言
を
発
令
し
た
が
、
市
当
局
の
努
力

に
よ
っ
て
回
復
に
向
か
い
、　

同
十
九
年
八
月
、
市
長
が
財
政
非
常
事
態
の
脱
却
を
宣
言
す
る
。

 

「
志
木
い
ろ
は
市
民
大
学
」（
平
成
十
六
年
に
開
校
）
に
よ
っ
て
、
同
二
十
年
（2008

）、「
志
木

の
ま
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内
人
養
成
講
座
」
が
開
講
さ
れ
る
。
応
募
し
た
市
民
十
数
名
は
、
神

山
健
吉
（
志
木
市
文
化
財
保
護
審
議
会
々
長
）
の
指
導
の
も
と
、
古
文
書
の
読
み
方
を
学
び
、
ガ
イ

ド
実
習
を
体
験
し
て
、「
修
了
生
レ
ポ
ー
ト
」
を
作
成
し
た
。

　

市
民
大
学
々
長
（
西
山
賢
一
教
授
）
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
発
表
会
で
は
、
学
術
論
文
の
域
に
届

く
か
と
思
わ
れ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
内
容
の
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
、
つ
づ
い
て
、
こ
の
講
座
の
趣
旨
に
沿
っ
た

活
動
が
開
始
さ
れ
た
。「
志
木
の
ま
ち
案
内
人
の
会
」（
会
長
：一
ノ
倉 

達
也
氏
）
が
組
織
さ
れ
る
。

　

平
成
二
十
年
（2008

）、六
月
、東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
が
開
業
。

同
時
に
、
東
武
東
上
線
と
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
の
相
互
直
通

運
転
が
開
始
さ
れ
る
。

　

同
年
十
月
、
人
口
が
七
万
人
を
突
破
。

　

同
二
十
二
年
、
柏
町
の
「
市
民
プ
ー
ル
」
の
跡
地
に
「
埋
蔵

文
化
財
保
管
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン

　

同
二
十
三
年
（2011

）
三
月
十
一
日
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震（
東
日
本
大
震
災
）で
発
生
し
た
津
波
が
秋
ヶ
瀬
取
水
堰
に
到
達
。

　

同
二
十
五
年
（2013

）
七
月
、
三
十
九
年
の
歴
史
の
幕
を
下
ろ

し
て
「
ダ
イ
エ
ー
志
木
店
」
が
閉
店
す
る
。

　
「
ダ
イ
エ
ー
」
の
跡
地
に
は
ま
も
な
く
大
型
の
マ
ン
シ
ョ
ン
群
が

建
設
さ
れ
志
木
市
本
町
五
丁
目
駅
近
は
変
わ
る
。

　
そ
し
て
、
志
木
市
全
域
の
景
観
は
激
し
く
変
化
し
て
ゆ
く
。

昭和４９年（1974）11 月 13 日のオープンのチラシから

平成２5 年（2013）７月 31 日に閉店
店長の最後の挨拶

「ふじもと・わたる」氏のブログより転載　http://blog.goo.
ne.jp/watarureport/e/0c2a8cb923065a94344a5253f93a8d09


